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研究成果の概要（和文）：本研究は、看護記録の質的点検（内容監査）の自動化に利用可能なプログラムの研究
開発を最終目標として、看護記録内の自由記載文と新聞記事の比較解析から、用語や文章構造の特徴の解明に取
り組んだ。その結果、看護記録には患者の動作・行動やコミュニケーションに関する動詞の出現頻度が高く、新
聞記事よりも１文中の文節数が少ない傾向が示された。

研究成果の概要（英文）：In this study, we compared sentences in nursing records with that in 
newspaper articles in respect of the frequency of characteristic terms or their syntactic structures
 by means of morphological analysis and syntactic analysis. As a result, the frequency of verbs 
concerning communications or movements of patients was relatively high and the number of phrases in 
one sentence was relatively small in nursing records.

研究分野： 病院・医療情報管理学

キーワード： 看護記録　診療録監査　自然言語処理
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研究成果の学術的意義や社会的意義
日本の保険医療において、診療録等の医療記録は診療報酬請求の根拠であり、適切に記載されるべきものであ
る。また、近年、カルテや看護記録が電子化されるようになったが、現状ではシステムが記録の質を担保するこ
とは出来ない。そこで本研究では、看護記録に入力された文章を言語解析して記録監査に利用可能なその特徴の
解明に取り組み、その特徴の一端を明らかにした。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
日本の保険診療は、健康保険等の各種法令に基づき実施され、病院は、その対価として診療

報酬を保険者に請求している。医療法により、病院は診療に関する諸記録を備える必要があり、
その記録には看護記録が含まれている。看護情報システムでは、ボタン入力やプルダウンから
定型文選択での入力が可能であり、看護記録の量的・質的向上に大きく寄与した。 
しかし経過記録等では SOAPという記載形式での自由文入力が必要であり、看護情報システム

が質的担保する訳ではない。従って、質的点検（内容監査）が必須である。その根拠の一つと
して、看護記録を含む全ての診療記録の質的監査は、（公財）日本医療機能評価機構の病院機能
評価の評価項目（3rdG:Ver.1.1 の 2.1.2「診療記録を適切に記載している」）があり、質的監査
の実施が求められている。 
我々はこれまで看護部門からの協力も得て、自然言語処理技術を医療分野に応用する研究に

取り組んできた[①-③]。これらの研究の過程で、患者向けの医療文章を点訳すると文字数が増
加する問題があるため、視覚障害者が理解しやすい簡潔な文章へ自動変換するプログラムを研
究開発すると共に、形態素解析と係り受け解析による解析結果がプログラムとしての実装に道
を拓くことを明らかにした[④,⑤]。 
 
２．研究の目的 
本研究は、看護記録の質的点検（内容監査）の自動化に利用可能なプログラムの研究開発を

最終目標として、看護記録内の自由記載文を対象に、特徴的な用語の使用状況や文章の構文構
造を解析し、それらの特徴の解明を目指す。本研究成果を利用することで、将来的には修正文
章候補の自動提示まで可能となる等、看護記録の質的向上の実現を見据えて本研究に取り組ん
だ。 
 
３．研究の方法 
はじめに、看護記録から自由記載文を無作為に抽出して患者の個人情報を削除し、文章の元

の記録を同定不可能にしてコーパス 454 文を作成した。それらの文章を我々の文章変換プログ
ラムで処理し、変換前後を比較解析した。次に、看護記録コーパスを 110,785 文に拡張し、新
聞記事 21,426文と共に、形態素および構文構造における違いを解析した。新聞記事は CD-毎日
新聞’95データ集（日外アソシエーツ、東京）から社説記事を抽出し、解析に不要なタグと記
事タイトルを削除した。記事タイトルを削除した理由は、看護記録がタイトルを含まないこと
から、同様の条件に設定するためである。これらの文章を形態素解析プログラム MeCab [⑥]を
用いて形態素単位での解析を行い、係り受け解析器のCaboCha [⑦]で文節単位の解析（構文解
析）を行った。 
 
４．研究成果 
(1) 文章変換プログラムによる解析結果 
看護記録の文章を我々のプログラムで処理した結果、敬語や一部の語句が変換され、簡潔な

文章となった。しかし、複合名詞の一部がプログラム処理で欠失することが確認されたため、
プログラムが使用する変換ルールを修正した。 
 
(2) 形態素解析の結果 
看護記録と新聞記事を MeCab で形態素解析し、各文章に含まれる名詞と動詞を比較した。本

研究では、MeCab で「名詞-一般」と解析された名詞のみを抽出し、動詞の比較では基本形を対
象として出現頻度の高い名詞と動詞を比較した。両者を比較したところ、看護記録では全形態
素数に占める名詞の割合が高く、新聞記事では動詞の方が高い結果だった。これは、看護記録
では病名、検査名、薬剤名など、多種多様な名詞が出現することを示している。次に、解析結
果から名詞のみ又は動詞のみを抽出し、出現頻度順に並べて比較した。名詞の場合、看護記録
では出現頻度の高い順に、「医師」、「尿」、「様子」、「症状」、「本人」、「血圧」、等、医療用語が
上位を占めた。加えて、医療用語以外には場所を示す「左」や「右」が多く含まれているとい
う特徴があった。新聞記事では、出現頻度順に「これ」、「政治」、「国民」、「政府」、「経済」、「そ
れ」、等、行政や政治に関連する用語に加えて指示語の頻度が高い傾向を示した。また、看護記
録と新聞記事のいずれでも客観的な事実を表現する動詞が多く、両者に共通の動詞がみられた。
なお、看護記録は、患者の動作や行動を示す動詞（「ふらつく」、「落ち着く」）やコミュ二ケー
ションに関係する動詞（「伝える」、「もらう」）の頻度が新聞記事より高く、考えを示す「思う」
の頻度は新聞記事よりも低い結果だった。 
 
(3) 係り受け解析の結果 
看護記録と新聞記事を CaboCha で係り受け解析し、文節数を比較した結果、看護記録の方が 1

文あたりの文節数が少ない傾向を示した（図 1）。看護記録は 5割以上の文が 1文あたり 5文節
までで形成されていたが、新聞記事では、5 から 9 文節で形成される文が約 5 割であった。こ
れは、看護記録の方が短い文が多いことを意味する。 
次に、文章の理解しやすさの指標として、係り受け関係にある 2 文節間の距離、すなわち係

り先までの文節数とそれらの頻度を比較した。その結果、看護記録と新聞記事のいずれにおい



ても、殆どが隣接する文節と係り受け関係にあることが判明した。これは、いずれも 1 文あた
りの文節数が少ないことが影響していると考えられた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

診療録等の医療記録は、診療報酬請求の根拠であり、診療事実に基づいて必要事項を適切に
記載されるべきものとされている。近年、電子カルテの導入により、診療録等の量的・質的監
査の方法や内容が変化してきている。例えば量的監査では、紙カルテの際の誤字脱字等の点検
が不要となり、各種の計画書や同意書、記載事項の有無を重点的に点検することが可能になっ
た。一方、質的監査は、記載内容の妥当性を点検するため、各病院がより具体的な点検項目を
設定して、医療者による評価（ピアレビュー）を実施している。本研究は、言語解析で看護記
録の特徴の一端を解明した。今後、本研究結果と質的監査の点検項目との比較解析に発展させ
ることで、本研究の最終目標の実現に寄与して行きたい。 
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図 1 1 文に含まれる文節数毎の文の割合 
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図 2 係り先までの文節数とその頻度 
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